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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し

＜入室状況＞
【転出】
・小山　章様　：東C4号室→南C205号室
・鈴木　良子様：東C5号室→南A115号室

＜患者様連絡事項＞
・谷地　寿梨様～バナナアレルギーあり。本日昼より、バナナ禁・ご飯大盛へ変更となる。

・冨田　秀雄様～本人希望にて、本日より乳製品禁となる。

・前田　拓子様～歯痛あり、本日夕より常食→粥・おかず一口大へ変更となる。

・齊藤　いさ子様～ミキサー食嚥下出来ず吐き出しあり。カロビタンゼリーは摂取出来た為、本日夕よりカロビタンゼリー（1-1-1）・メイバランスミニ（1-0-1）へ変更となる。主治医より補液2本/日キープの指示あり、5日分処方。家族へも情報提供している。

・本間　啓子様～定期交換の為Ba抜去した際自排尿あり。その後もオムツへの排尿ある為、主治医よりBa再留置せず様子見るよう指示あり。

・澤口　利香様～疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T　30回分処方。

・佐々木　理佳様～10/17（日）退院にて、訪問看護のサービス調整を依頼している。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等迷惑行為頻回である事から、予定より早くに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。食事や排泄時は身体拘束一時解除し、スタッフ見守りにて行っている。再拘束時の抵抗や拘束部位の循環障害なし。時々大声出すことあるが、過度とはならず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～自室にて臥床傾向。12時本人希望にて疼痛時継続指示のロキソプロフェンNa（60）1T内服。14時苛々感等訴え、疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、不穏時レボトミン（50）1T、オランザピン（10）1T、苛々時リボトリール(1)1T内服。以後苛々感等の訴えなく、自室にて臥床し過ごしている。

・中村　栄作様～バイタルサイン異常なし。声掛けへの反応も良好だがケア時には易怒性・粗暴性みられている。10：30点滴滴下不良あり、刺し替え行っている。抵抗・粗暴行為あり、スタッフ2名にて対応している。

・平野　稔様～自室やホールにて過ごされており、時折他者と穏やかに交流している。気分変動なく、落ち着いている。


[bookmark: _GoBack]
＜金Dr.診察情報＞
・吉田　清次郎様～前医ではParkinson病疑いとの事で抗Parkinson病薬処方されていたが、主治医金Dr.診察にて、患者様の神経症状は片側性かつ企図時のみの振戦とParkinson病の特徴に一致しない事から、他の神経疾患(中枢神経障害等)の可能性を鑑みながら抗Parkinson病薬は処方しない方向となる。
帰宅願望等の周辺症状顕著である事から、リスペリドンOD錠(0.5) 2T×朝・夕食後処方となり、アムロジピン錠と併せて7日分処方となる。

・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方となる。面談調整進めるよう指示有り。

・本田　未来様～臨時薬同内容で7日分処方となる。患者様より「不眠時の頓服薬をもっと早めに飲みたいんですけど」との訴えがあり、不眠時継続指示のデエビゴ錠5mgは21:00以降であれば服薬可との指示受ける。

・田中　元昭様～ARPの日程調整を行い、早急にプログラム開始するよう指示あり。今日現在で断酒して10日程経過するとの事で、現在の肝機能等を検査する為、明日に採血を行うよう指示受ける。併せて診察時、新型コロナワクチン予防接種の説明を主治医金Dr.より行って頂き、接種可能との判断を頂いている。
